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題課

わがIlzlの資本王義社会にむける盟主に， H~主部謡が残り機能

部品存{t:の必

可Ij稿におLγζ， 

を果すむかという命題;こついて，農業司:産ーの本23・;こさかのぼり，

熱性をなではi?????塁打ヲに!EJ震のJJEfirnとIL1JTJJtLの両面から追究し， 1色なでミは

毘業の発反を{足す技術の特性とモの進ji;Jに関連して理論的に追究しだ丹

そこで，本稿では，わがIhl農業の資本主主主発反過程において，

る役割を思しだかを， 227長発!兵を促す技術の忠実的発反過f'iI~こ 11IJ しながら，

史的実証的に追究しようとしているのであるつここで，資本主義的盟主におい

ても，部落の果す機能がlfi:1}2であり，吉[，C落存在の必然性が実;l1Eされるなら，民

主発展における静勤両面からのさl~溶存在の主義と必然円とがlijJ らかとなるので

部活存~(r:の今日的主i床も見出せるりである σ

部各が江IHI1Jな

一肌ー

ι

次むように区分して明治以降におけるE主主技街進歩会のiI引立を，

あって，

ここでは，

みでし)く。
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明治経新の諸制震の改革によって，資本主義的農業への道が関かれたので

あるが，そり中でも，特に，私的所存権の確立泣，農業における基本的生産

手段であり，また，労働対象である土地そのものむ，完全な私的管理・利用

・処分の権利を農民に与えたのであって，それまでの領主的土地所有，共同

体を媒介とする農民保有む生産関係は，全く払拭されてしまったとみてよい。

しかしながら，所有的生産関孫む変革があったとしても，これが直ちに校

術的生産関係の変革に結びつくもりではなく，所有の変革に伴なう技術む進

歩がみ与れるの詰明らかだとしても，それには一定の時間的経過を要するの

であり，暫時的には，これまでの技術が踏襲されるものだとみることができ

ょう。

そのような志味もあり，また.t哲史的事実の上からも，明治前半期の農業
技術は，領主時代;乙支配的であった技詑的技街む完成時代であったとみるこ

とができょう。もちろん，農業は工業とは異なり，土地を基本とする産業で

あるから，工業のようにすっきちしだ形で技術の発展段階を示すことは難し

く，現に，明治前期には土地改良投資等も多く行なわれて，そむ意味では，

施設的手段的技指の!時代といってもよく，まだ，抱持立型の普及等の立口く，

手段的技指もみ与れて，その意味でも資本主義的特徴である手段的技術の時

代といってもよいのであるが，なお，そむようなものを含みながら，老農技

術に代表され，試験場もその機能を充分発揮していない前科学技術の時代と

して，技能的技術の時代とみたのである(第 1wn 0 いうまでもなく，その
技能的技能の完成時代であるかる，その時代には，次Q)f1与代の新らしい手段

的技術も内包していだのである。

次l乙明治30年代後半から，大正の終りにかけては，足踏説穀機に代表さ

れるような入力iこよる技術的手段が利用され，試験場も順次楼龍を発揮しだ

した時代であり，過渡期であって行政権力の介入もあっだと法いえ，手段的

技術(人・畜力)の時代ということができょう(第2期)。

次の大正末期から昭和28it:壊までは，ょうやく動力の農機具が普及し，試

験場技術も飛躍的進歩をとげ，企業;こより開発された小農技指手段も一応の

完成をみた時代であり，手段的技術(動力)の時代ということができょう

(第3鶏)。

最後iこ，昭和28年以i容には，機械器具も高性能で大型化してきており.{毘
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別経営より集団の利用を対象とするようになっだりであり， あらゆる点で、幸丑

織り力を必然なちしめるような，組織的技能の時代に突入しているとみるこ

とができょう。この時代は，資本主義的技術の特徴である手段的技術の完成

時代であると同時に，次代の技術段i曹に突入しているのだとみることができ

ょう(完成期)。所有C而でも，これまで、む資本主義的問益支配の資本所u

権支配の時代かζ，所(j・JIj益合体支配の綜合所有権支配の時代に移ってい

るということができょう 3

この技指の発展段南は，明治以i墜における日本農菜む企業的発展;乙おけ

る，未分化・分イヒ・機構化のII引に足分lこ対応するのである。

すなわち，第 1期は，明治初年のえ建的諸規制から解放され，右下む商業

資本家による不在地主が発:としていたとはいえ，なお，手作り地主が支配的

であり， これが農業楚差是の担~者ーとして活躍した時代でもあり，企業機能が木

分花のI時代である。第 2WJは，子づくり地主がふところ手地一七にかわり， IJ、

作米の販売という企業機誌は留保し亡いるものの，生産の危設負担は， r~ fl: 

や小詐 i二信が担当して，生産物の商品化をすすめ，いわゆる企業機能の分化

発援の時期である。第 3Wjは，第一次大戦設の不況以i者;こ， {I品目Ij農家C経営

の合理化が佐進せる才して， I'J作農による盟主の発出が企|せされて，機械化や

fftli設その他土地の両度手当JIJのための組織的共同化も推進されたi時代でるり，

完成期は，組織的共同が本命となり，農企業の機構化の時代でもある。

ここで それぞれの時代の技術の普遍化の丘式につい亡みれば，次の長11く

でおる。

~} 1 WJの技能的技術の時代は，いうまでもなく，技能モのものが客観化さ

れた技術ではなく， í支詑的所 Hfí'かる面接教えられて，モ才しを f~~人が覚える

ことによっ vζ，はじめて技能の所Jfj-J?となるという特設をもつこと;からも，

個別から集団へ0)伝播の形をとるの弓IYJらかであり，“{[品百Ij一歩集ト1'1" 型をと

るといえよう。 -cれは， I封鎖性が末だ強く，日報伝達速度がおそか勺たIVJiIi

前半期lこiむ比較的余絡むあったI'j耕地 tがれら開発したり，或は;113器外か

ら習得してきた技能を， {也の農民が習得するという形で， j誤られた地域内，

特;乙部落内を小心に伝達されたωで 35 る 3 その ~'1 耕地主による技能的技街の

習得普泣は， 1']しJωLl的とノ子活するもωではなかったし，むしろ推進すべき

ものであったことはいうまでもない。

第2期第3朋の手段的技術の時代は，技指手段そωものが，揺5j1]経営内部
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で開発されるというよりも，試験物その他企業等の外から与えられるものが

多いのであり，個別の導入にも，その前提として集毘の決定が優先するので

あり，技術の普遍化の万式lむ “個別手こさ集毘"の型をとるのである。しか

し，なお，第2期の入力を主とする技術手段の段階では， “個別手当集毘円

の相互関係があるものの，依然として，集団の決定よりも語別の意志が強く

作用して普及する時代だということができょう。次の第3期になると，同じ

く手段的技術の時代とはいえ，動力を主とする技街手段が一般化するのであ

り， “極別手当集当f'の普及;えj式をとるとはいえ，第 2期と異なり，よワ集

団の決定が榎先する時代ということができょう。零細な農家の経営では，高

額な動力機械む導入には，多くの負担を要するし，高能率をあげるために

は，共同組織による導入の外はないωであって，その導入には，部落の決定

を要する度合が高くなるのである。したがって，その利用範凶は，部落内の

小組か或は部落そ心ものと一致する場合が多くなるのである。

完成期には，これが史]こすすんで，大型動力機械や装嵩施設の技街子段を

利用する時代となる。この場合誌は， “個別←一集1'11" 0)型がとられるので

あり，も早，部落単位の小規模の組織集団よりも，更に大きい町村単位の組

織的共同の時代となるので為る。これまでは，部落が畏業生産における機能

集団として果す役割が大きか勺たのであるが，この時代になると，も早，部

子容を超えた大型の機能集出が形成されるωであり，農企業の機構化が推進さ

れていくのである。もちろんこの時代でも部落は，なお下部組織体として，

機能集団としての役訟を来すことはいうまでもない。

こむように，明治以!容の農業技術の発達段階を，技能的技術の持代，手段

的技術の時代(人・畜力).手段的技術の時代(動力)，組織的技術の時代

に区分したが，いうまでもなく，資本主義的農業発展の時代として，何れの

時代にも他の時代の技街を含んでいるのであり，その時代で，とくにより強

くあらわれたものを時代的特徴として示したのである。それが同時に，技街

道歩の方向とも一致しているのである。同時に，その技術む普遍化の万式

も， “{毘jJiJー→集団"の時代から， “個別手二全集団"の時代へ，吏に， “{封

印j←一集団"の発展退程をみだのでミあるが，これも，何れの時代もそれぞれ

の方式を含むのであるが，その特徴がよりはっきりしている時代を，それぞ

れの方式が主として作用した時代とみたのである。
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1) 拙詰「農業の発展と部落J (柏詰賢薄士還璽記念出版 7近代農学論集J37頁〉。

2) この農業技街の発展過程は，柏諸賢教設の理論によるのであるが(柏祐賢 F農学

原論J211--284頁)，その時代区分は多少異なる。

3) 柏捨賢 f 日本E2業競論~: 6立。

4) E.ロジャース，藤竹暁訳:技術革新の普及退程 JI10頁。

技能的技術と部落

明治2{ドω勧畏I1J] ジ1)，立 1~1以〉12 ， 明治政府ω授業政京は勧民政前をと勺て， 'H' h之

主の振興;こは多くの努))をはらったことは認めねばならないう しかし， こ才L7J¥ 

ヒからの指導奨励である限り， EZ村ω実状にあわなくて失敗することもある ω

でおるつ その典型1が， 向洋ω{l1'11 .玄舌i-fl2具ω直輸入ωJLifTにあらわれたω

であって， 日本的風土と耕地条{午， 並びに小22需1fTのよ主Irf.Jtヨi守?では， それを受
ア入れるよ地;こ欠けていだといえるであろう。

この長省の k:こ， (i:ぅ1その22jjiでj)る日本的伝統的経験的苫設の技・i!f'SのドfJ;~úrri 

が行なわれだのであるつ 7Ef立のJ支f持(土，いうまでもなく，そω芸設の多年の続

三J;~円身が体得しだ!，l i] ír O)t~ H;Îで=あ勺亡，それが科学技術ω験と研究の結果，

如く，普遍妥当'1ftそもつもωではなく， 多j}にその地心的特色をもつ民法的栽

ffff支jむといえるのである σ しだが勺て， モo)t!ZHJ(ま， 或るよ白/.jや!-.壌には採!日

できても a般的には適用できない場合が多く， モω普及は hl]J主的:こi良られる

場介が多いのであるつ その普及の第 1f空前(土， 開タ， Z-Eiが，h¥作しているω/ε

見fこり，或は老震が身(こつけている技能を見出しうる部落ω段附であり， し;ふ

もそω部落は，年U'，lを通じ亡共同労(換を行なう範|明でもあって， そωj支持;彦j三

は速やかであったといえよう n

「農家のJ支出の変止は， そω影響が211ii支農家にとどまるもωとは!民らないっ

例えば，水稲の新らしい技術体系について考えてみるに， 1見1fiiのようにL11植と

稲メiJりが入力に依存している限りにおいては， 513浜内の稲作農家間には労}J.を

通じて十日互依存関係が成立しているので，大農家ω技指も変化すれば，労)Jを

提供している小農家の技術に変化が起こり，まだその逆の関係も成り立つので

農家間に連鎖反応が発乍するjとある如く，時代を遡仁ればさかのぼる迂ど，

技街の適用条件は限られていて，そω技指適用の範開は狭く，老長技術の段南

では，

ti t)。

まず第 1tこ部落がその技能的J支術適用の場となっだことは巧定すべくも

これが，吏:こ周辺部落lこ波及していく形態をと勺だのである。
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たとえば，兵庫県に主けるいねの覆良品種「神力Jは，自作であった丸呈重

次郎が，明治10年有で種「程吉jの中かち無での突然変異を選んで試作し，そ

の好成積の種子を，郡の勧農係岩村善六;ζ4年間試作してもちい，これが好成

績を収めたので.i周辺農家がわれもわれもと競勺てこの新品種にとびついだ」

のである。

ここでは，農民が日ら選抜し，しかも自らの水田;ζおいて試作し，さらに，

勧農係も日らの水田で多くの他の品種と比較試験を行な勺たこと P:t1:~音、しなけ

ればならないのであり，奈良の老喪中村吉三もまた，自ら品謹比較試験を白ら

の水田で行なったのである 3 このように，普及の前段階では，官に試作が行な

われ， しかもこの時代に'"i.試験場が末だ機能を発揮していないので，新作目

の導入にも指導的農家自ら試作し，その結果をみて，男辺農家が採吊するとい

う特色をもっていだこと足注丹しなければならないっ

領主制時代には，この周辺への波及を意識的に制寂して，村落独吉の技術と

して独占的有利性を保とうとする閉鎖性が強く動いた場合もあるが，明治時代

に入ると，その閉鎖性は漸次ゆるんでくるし，農民の行動半経も拡大して，情

報伝達も速やかとなるので，技指f云播の速度が速やかとなることはいうまでも

ないとしても，その第1段黙の普及範閉が部落であることC:L依然として否定

すべくもない。

園芸作目の導入についても，兵庫県の事例をみれば次の如くである。馬鈴薯

の導入については，武庫郡高灘村において，大字稗田村の人前田安太郎なるも

の伺れよりか馬鈴薯種子を取寄せ栽培せしを唱矢とす。爾来付近の農家;ζ伝播

栽培せるるるに至り年を追うて其作付反Jjlj増加し・…"Jとあり，また，苑子の

導入についても，甲東村の内下太市村において， i今を去る30年記j即ち明治16

年当地高木種蔵氏摂チ1，条島なる菜親戚に就て其の栽培の綱要を聞き取り帰村の

上直に着手し之が試作を行ひしに，立外に栽培医難にして全く失敗に終り，其

後一再ならず不結果を招きたりしも屈することなし専心行理の;む法を研究

し，遂に彼岸に到達することを得たり……技術は堪詑ならざる可らざるも私益

詰至勺て多し。玄i乙於いて近隣の農家は氏に之が栽培法の伝授を得て育菖する

もの年と共に増加し，遂に今日の惑況を呈し〈販売の目的をも勺て栽壊せるは，

一部落にして各戸共多少の栽培をなさざるはなく)……jの如く，揺人の導入

研究心結果をみて，まず近隣に，そして部落内に普及していくのである。
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この時代の老農iま，系譜的にみて，豪農・地主その代弁者という見解と，豪

農下回・中農上層で耕作を(]ら行う百との見解があるが， I老長の地主的性格

を強調する第 1 の見解は，民政史的に，達観的にみれば妥~lj な-1Mをもっとし

ても， 当日与の老農はなお，部あるL斗計三;における無数の無名の中小ζ127拝(勧

設委員試験、間係り〉そも'21t苫していだこと， そしてその場合の左震は大地主

ではなく， 中小地主的な手作経営をいとなんだ篤}主的なものも， !t!良仁;P7乃五

{ま1']作u討をもふくんだものであ「だこと， さらにだとえIr¥l l-f農法の本礎の
仁にでiまあ勺ても， ともかく度実技術の実際的な推進行であったことを逸して

いるうふみがあるでおろうう その;三味で:第二心見解は， l:として設業J支前史仁

に演じだ老農の役割を強調しつつ，第身の見解ω--rúi'~L í夫随'~tを是正せんと

したものとして卓見である。林遠 il~やそり信子達， jij耕教f\ltî，各黒部付におけ

る勧良委員等が果しだ~}~illjJを与えれば， 在住が1111I裂された性質にしろ，設業技
5) 

Hi心実践的担当有二指進fiーであ勺だこと{ま!?;ji呈いなPJとさ才しているごとく，

IJ耕地主とし℃のEZ4が， 'V]II!jω設業発反ωflJ勺:J?とし三栄しだ役割は大きい

のであち， これが部/存における元ZKf?であ「て， それを枚組とする追詔ti-によ

イコ '-， 」般的生産}Jω発展がみられだωである。

これ等ω芸誌は，そのi右fJで良談会 (;J2iL会)をもち， H~苗の交換や良'j~LX

その地jj[こ，長の会合をも勺だので，優良陪苗や新らしい栽唱法等は， 左誌を

明治141¥:には， iJ} 2 1111 の内 Il~劫通じてftt及することになるのであるつ こ才Lが，

主博覧会を機会に， 全 i昼前誌の左設をliL~~( ~こwめーζ第 1 I ， !J 全 It~l~談会が IJfJかれ

たのであ勺て，地J'jit叶支街が:全IE1'こ紹介される機会そもち， 知識経験の交換が

行われたのであるつ

その課越は， 穀物取入反桔浜jjー法・長持改11jIiL-fl二耕jる緋ト人時ノ得欠・

q二馬改良蕃息方法・語子物詰諜改良及貯;誌万法・肥平ごiノ効用;立製造工it.去・力長

組合を設立シテ競奮スベキ1J法・各地な慣行スノL循環作附β法等々の如く，1:

として産米増殖品質向仁のよJ:来農法の談話会であり，福岡を中心としたJL')'I'Iを

捻いて末だ牛馬耕は少なし入力耕の段黙であ勺だことも注Flに{直するが，こ
8) 

の中で「第7問(力畏組合を設立シテ競奮スベキJijf法〉ハ，j己スベキモノナシ」

として特記されていないのは， )J設組合という畏業:ζ勉励するもりはぷが結f!?

して仕宇を競うようなLl的集出の結成が少なく，よだ部落や紐をiまなれた組fT

の設立は少なく， 良作文はnヨ来の?員行にしたがい部落の行'11として行なわ才しる
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ことが多かったことを物語るものとして，注目しなければならない。

この老農の技術には，津田仙による「津田縄Jや小#10津勝五郎の「焼土農法」

或は，林遠呈の「寒71<浸法」ゃ「土囲法」等の知く，科学的には必ずしも合理

的なものばかりではなかったので，その批判として，明治18年;こは独仏になら

って農業巡回教師制度が設けられ，試験場反師の巡回議授も行われるようにな

った。しかし，これも充分な成果を収めたとiまいえないむで品り，次には，

老長と農政技術担当者と一堂に会する大弓本農会が結成されるCである。

この間iこも，札幌・駒場出身者や地万む農学校出身者による科学的農学への

志向が試みられるのであり，横井i時敬によって地元の彊行がとりあげられた塩

水選法にはじまる科学的誌験と，その結果の普及も行われはじめる。しかし，

なお，現実の問題となると，老農の経験と研究がすぐれている場合が多く，船

津伝次平が科学的農学に対して「耕作の技術と京理については，近代農学がjL

しい。しかし，喪家の経営や農民の修養にかんしては. i'!分の主張がいぜんと

して役に立つJという態度を表明したことに代表されるごとし生産の現場で

は，多年の経験やカンが実効を納める場合が少くなかったので品る。乙のこと

は，後代;こなっても依然として正しい場合があるのであり. I話験場技術者は

技指過程の凶呆連鎖を評揺するむに対し，農民は最終[j的である多収をのみ顧

議し，技術過程の価値合理性を評価しないという傾向がある。試験場技術者は

条件分析をするが，農民はその能力を欠く代りに，生産の結果である謡値取得

と費用の計算ではすぐれているようである。試験場技;持者の新技能採用に対す

る踏切り託行算の働きは必ずしも力強くないが，農民の決断はここに掛ってい

る」ともいえるむである。

ともあれ，稲{乍生産力|二昇のLi5本的要i足としてあげるれる品産改良・多肥栽

培{本系の確立・土地改良技術の進歩のうち，品窪改良は.Wl治初年以来37年に

科学的交雑育種が行なわれるようになるまでは，専ら{憂良種の選抜と民間育謹

;こ委ねられたのである。先述の「神力JO:J外:こも，有名な東北の優良品種「亀

む尾」は，阿部亀治が明治26年C冷害以来，その冷害;こ強いた惣兵衛イネーを

rlらの試験日で比較試験を行ないながち 4年11の30年に栽塔法を確立して，こ

れが脅及することlこなったのである。北海道の「坊主」も，明治28年に屯田兵

の江頭庄三郎が発見し，増殖したものであって，未だ新品種C開発と農業者と

は未分離であって，経営者(1ら試験研究を行ないながち，農業生産力を高めて
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い勺たのであり，これが経済的にも時間的にも余裕のある自耕作地主居であっ

だことは，先述の知くである。このようにして開発された品窪や栽塔技術等の

技詑的技術は，先述の如く，部落を中心lこ， Ii員次普及していったのである。

この!13代には，肥料も，未だfヒ学JjEl料は殆んど技用きれず，領主時代からひ

きつついた山野草月三や堆厩肥，魚肥や浮類を中心として，あらゆるものが用い

られていたので、ある。明治14年の農談会の記録iこも，あちゆる有機物が肥料と

された記録があり. r J号牛・羊豚ノ糞尿・人糞尿・土肥・堆Jj~ .草Jj~・獣骨・

魚骨・ Jit・角・点・蹄・獣肉・血・毛髪・弓糞・ 12糞・嘱設類.i由j宰類・醸造

物糟・糠存穀類・本屑・泥炭・竹木枝葉ヲ田畑ニ培フヨ;.石岩灰・木灰・石灰

・石膏・食塩・硝石・鉱物類(硫芸・紅砿石) ・煤・木炭・土類(抹下ノ土・
17) 

壁J~ ・焼土等) ・客土(粘土諜砂等ヲ臼:足立ニ入ル/レ工芸)J等がsげられてい
る。しかし，一般的には山野草肥が中心であったので£り，それも部荏有林野

からの採取が大半を占めていたのであるかち，部落をはなれでは肥草刈りはで

きなかったので£り，その点でも部品ーの生産機語集日として心JL2;味は強固であ

「だとみなければならないっ

この肥料の投入は. J長年多くなり，自給肥料から魚)j~等む購入肥耗への推移

も行なわれるのであるが，{TiJれにしても多肥に耐えうる酎担性品種む選抜が行

なわれてくるのである。同時に，深耕による多目E栽培可能条件をつくりだす，

馬耕・午耕等の耕転送程の道具の茂市が多くなるのであり，馬耕教婦として有

名である抱持立君1)の普及は，生産力の発i長に貢献するところが大き;かったので

ある今また，口活戦争後;こは， ZZiこ労働市場がひらけて， Zi付人口を吸引し，

云民経営における iごう]下女む確探;こ国難が感ぜられるようになり，その給金も

お騰してい勺たので，ベミの労JJ蔀約の為iこも，入力から馬耕への転換が行なわ
18) 

れたのである。領主時代から，わが国の小畏経営では，耕伝送匡の合理化は遅

れていたので£り，それがまだ本質的な詩徴でもあったのであり， 1"家族労聞

に依存する小経営では，畜力不Ij丹]などによって労働主産性を高めることよりは

作業;己主応を[半っても，手のj支詑をよち有効に伝え，安価で入手できる方自

の農兵む改良に百点がおかれた。年貢校卒1せのために，作業を急がされ，それを

多量なド入iJH設の駆使によって解決することのできない奴穫物の作業にだけ労

南方節約な改良がみられたといってよい。畜力耕伝の改良・普及は江戸時代に

は顕著な成果をみることなく，明治中期以降;こ浅されるのであるJとある如心
持箕や干石通し或は龍骨rjIや踏市はよいとしても，小農の農兵としての特徴的
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な発展は手道具の発震であって，しかも，それは鍬む専門化に最もいちじるし

くあらわれたのであり，窓鍬・風呂鍬・講中鍬・条切用鍬・捨草用銀・羅m.
入力型等が.1730年以誇l乙普及して明治中期l乙至るりである。したがって，牛

力・馬力等の畜力利吊む翠発達は遅れていたのであるが，このときまでに援用

されていた長床翠で、は，充分深耕できないので，むしろ入力の万が勝るという

者もいた位で、あち，この時期に導入された抱持立建立は，操縦i乙特殊む技龍を要

するとはいえ，その深耕の効果は歪ちに£らわれたりで，急速に全員に普及す

るむである。

この抱持立翠む普及は，それまでの入力耕に適した狭い耕地から，馬耕に適

した耕地へと，湿田む乾田化や田窪改正を促してくるのであち，益々水稲の反

当生産量増大に震献してくるのである。

田区の改正誌，既に徳][1末期にも，区三割整理事業として実掘されており，大

原陣学は，天採期に，千葉景香取郡中和村の長部部落で，乾田化して二毛作す

ることと，正条撞を昌的として，名主の所有地1町5反の区議整理を行なって

いる。近くの鏑木でも，区劃整理が行なわれたが，この時ほ交換分合まで実施

されている。森粂之助は，嘉永二年に，長阜県本巣郡牛牧村む足洗部落で，馬

耕を目的として8可歩の亙醤整理を行なっている。錦見長太夫も，明治2年に

所有地35町歩に対して，馬耕導入を目的として，一枚1反を標準に整理をして

いる。こむように，幕末には，地主的な豪農によって，正条檀・馬耕・乾田化

を目的としたB:童日整理がすすめられ，時には交換分合も行なわれていたのであ

る。ただ，こり場合の区劃整理事業は，明治初年以降の集団的なものとは異な

り，主として掴人的事業であったところに第ーの特徴を有するのであり，同時

に，その豊富な資金で自己の所有地に実施するのであり，一般に施行面讃も大
23) 

きく，事現は喪主れるが，30--70町歩に及ぶ大規模なものが多かったりである。

これが，明治に入ると，私的所有権が確立し，作付も自由となったので，濯

排水の整嬬・乾由化・馬耕導入・正条植・より集約化等の百標で，各地で田区

改正が行なわれるようになるのである。しかも，徳川時代とは異なち，在村の

有力者で，直接農民と共に動き，若干の所有地をもっ岳耕作地主が中心となっ

て，その下に数人或は数十人が集って，部落共同で区醤整理を実施していく形

式がとられるようになったのである。その動きは，松万デフレーションで一時

停滞したものの，米価の高麓つづきと相fuじて活壌となり，特l乙，明治20年代
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に辻田区改正時代といわれるように，区童Ij整理がすすむわである。

この先駆的事業としては，明治5年かち 8年にわたって，諮問県盤田郡田宗

村彦島で， r~耕地主名倉太郎兎が中心となって， 33町歩に実抱した正条結目的

の道路・水路・畦群改良工IFがあげられる o 最初は，名会の討己の所行地と{也

入所有地5反歩の[K畠整理であったが，この先駆的事業の効果を部落の人々が

みて，部落丹に賛成者がふえ，部落の耕地33町歩に及んだのである。この間の

事情lこっし〉て f畦砕整理ーばかりでなく，水路震追を合んだ区劃整理を抱行しよ

うとするときには，大なるi可詰を;対象:こした1jが効果があがる。当時の事業は
大部分小地主あるいは豪農穏を中心としたもので， 1白人宇業の場合は，小規模

のものになり，大きな効果は期待できず，効果をあげるためには， Pl然条件が

は誌のー集~ji地だとえば一部落を単位として施行する必要に迫られる。また資

金・資財・労働力等の点からも共司事業C形を必要とする」といわれている如

心地縁を基礎とする農業主再において，そり形態が農場制をとちず，零細耕

地が交錯して散在している農地を経営している場合に辻，その上部の生産単位

である部落全誌の共同によるねば， rLl rx: rf)改正も充分その機詑を発揮しないの
であり，部落の農民相互の共同と協調による組織化によ勺て，はじめて高い生産

力が発揮できるようになったのだとみることもできょう。特に，水稲作に欠く

ととのできない濯薮水は，掴Jjlj化されているわけではなし部落の水利慣行ど

よ勺てはじめて耕地の生産力が完全に発揮されるような段賠では，肥刈山の入

会共同利用と栢{突って，部落の共同労働を必然化するのであり，それがまた，

部落そ永続させてきだ一民で、もあるといえるのである。

このffl区改正の技術は，明治前期において，他の農業技信がすく'tLて技能的技

指であち，労働対象の改良進歩であるのに対して，詣設改良という子段的技術で

あるが，未だ試験場或辻宮庁技術者による近代的耕地整理に移行する前段階の
26) 

畦辞改良の段階であ勺て，自耕地主を中心とした， E2民の経験と知識によって

確立された経験的技術でもあり，将に老農的技術ということもできょう。した

がって，そこで江，部落的規模が基本となって，技術進歩がみられたりは当然

のζ とともいえよう。

なお，こり農民的静爵式とは対照的に， f也万む石川式の場合には，事情が異

なり，県・郡のヒからの奨劫によって，高多久兵有が21年に開始し， 60田J歩に

EIl区改正を実施したのであるが，ゴ11寺は， 1宰 1致のところもあって，老廷を
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招いて農事改良に努力したものむ，充分な成果があがちず，結完，狭い耕地で

は牛馬耕ができないので，これを拡大しなければならないということ乙なり，

1筆 7，.....，8敵区言語として，農道も捷利にし， しかも排水溝を新設して乾呂とし

て「乾田馬耕jの基盤をつくったむである。この方式が，石川県のみならず，

その後の田区改正時代の全国の模範となったのである。これは，高多のまむ安

原部落から自発的におこったのではなく，官の奨誌によって実施されたと乙ろ

に特徴があるので島り，勧農政策の実験的事業であって， 乙の時代かち，既

;ζ，上からの奨動lこは，パイロッと事業が先行していることには注目に誼する。

かくして，明治32年には，石川式と外国の土地整理を加味した!日耕地整理法

が成立したのであるが，乙の時も未だ「碁盤自主義jの整理であって，耕地の

「形質jの変更や濯翫水設掃の充実を直接の目的とするものではなかった。と

いうのも，当時の耕転技術の段階にも栢lliじたもりであり，なお，当時の土木

技術の発屡段階を表徴しているものともいうことができょう。

いずれにしても，部落内部かちおこっ六ものであれ，或は上からの奨揚によ

ったもむであれ，実施段詣では，部落内農民相互の協力を不可欠とするのであ

り，この田豆改正による主産力む向上可能性は，ーにかかって部落の意思にあ

るりであって，そむ点でも部落そのものが，生窪的側面に積極的役割を果して

いた乙と詰，否定できないのである。したがって，逆に，部蕃そむものの存在

意義を充分に観取できるむである。
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22) 小111誠 7耕地面積の増大と耕地整理事業の胎動J'F日本農業発達史 1J 162--172 
頁。

23) 農業技括協会 f拐治以降における農業技能の発達J56--57頁。

24) 小JlI誠 f前語論文J172--174頁。
25) 小JII，誠「前掲論文J182頁。

26) 静闘方式として明治前半期の田区改正の一万式とされ模範とされた，鈴木浦八に

よる明治20年開始・ 2年後完成・ 43町歩実抱の盤田郡富岡村加茂西む場合でも，単

l三区豊]を正J~にして，道路水路をiE線に改めたものに過ぎず，一区範はそれまでの

1--2訟が平均3~îえになったに過ぎず，牛馬耕にも不畏で，しかも濯減水の田越し

がそのままとなっていた。この地方でこの時までは，まだ牛罵耕が一般的ではな

し入力耕のための区劃整理に過ぎなかったのである(小川誠[前掲論文J202頁〉。

27) 小Jll誠「前掲論文J203--224頁。

3. 手段的技省ijと部落

明治30年代の投半になると，農村のす活は，これまでと異なり，技街のあり

万も変勺てくる。

これまでは，農村労鵠力は:1!??;であって，作ljJや作女をつかった白耕地主

が，農業発展の主体となり，しかも手労協を中心とする技能的老農技街の開発

27であり，時にはその技術の導入者となって，部落内畏業む牽引車となり部落

農業の生産力の発展を担ってきたのである G
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ところが，一方工業の発震は，農村かち労働力を吸引しはじめて， 20年代に

は既にその動きが活壌となり，日清戦争を契機とした工業む発展でこれZ拍車

がかけられ， 30年代を通じて奉公人が得難くなり，日露戦争後に誌，労震の高

騰によって，も早，裸の労欝力利用による大規模耕作は成立不可能になってき

た。抱万，米価高麓に反して，地程は相対的に低下していたが，なお，小作料

が低下するほどに小作人がいなくなったわけで誌なく，小作地需要は依然とし

て強かったむで，自耕作地主は，このとき，不耕作地主へ移行してしまうので

ある。

そこで，技街開発の主体や方法も，技術の種類や導入C仕方にも，前時代と

は大きく異なってきたのである。

これまでは，情報の流通・蓄積量も比較的少なし情報の媒誌も，直譲顔と

顔による面識関係を中心とするものであって，人間関係も生活菌も，比較的狭

い単一集盟である部落内において行なわれることが多かったが，これが，次第

ピ新聞や雑誌や本等の媒体によって，情報の流通速度ははやくなり蓄積量は拡

大していって，明治22年以降は，町村制の抱行もあって，人間関係も生活圏も

部落内に限らず拡大していくのである。

部落の閉鎖性がなお強かった前詩代には，部落内の自耕地主による個人の技

箭C開発や導入成功が，作目別にみても再一性の強かった近隣部落内への普及

の原動力となっていたが，この時代になると，閉鎖性も!頃次開放されてきて，部

落内特定語人の技指導入成功よりも，近隣が皆知っているので，部落で導入し

たり試作してみて，その結果をみて皆が採用しようという方向がとられはじめ

るむである。

それは，いはば，技術C個別牲と普遍牲という 2重性格が，その導入普及に

おける方向転換を行なう場合におこる必然的結果だという乙ともできょう。

すなわち，これまでは，技能的技術が中心であったとすれば，部落内部の個

人，特に自耕地主を中心として開発されたり導入されるもので三うって，本来的

にその個人に嶺わる技術の個別性から出発して，これが部落内む個人に伝播し

て普遍化したのである。

それが，この詩代以持は，部落外部の議験場や企業において開発された技街

手段が次第に多くなり，いわば，老寝技術l乙対して科学技術が増加してくるか

ら，その科学技術としてむ普遍性は，直ちに部落全員に同一規格において与え
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られるものであり，部落を通過することによって，詔期化され，個別技術とし

て体系化されて生きてくるのである。部落は主体性をもち，個性をもってい

るので忘る。

したがって，同列む農民的技術であるなら，既l乙皆がその経過と結果を観

察しているかち，受け入ずしも容易であるが，試験場等の外部で開発された技指

であれば，それが部分技街で島勺て技術体系を変えるほどのものでなくとも，

なお画一的であって経済性の追究が充分なされたものではないので，危険を惑

ずる度合はI告し功〉ら，部落に導入される場合には，一度部落で試作されて，

身近な経験的技術となって，はじめて部落内部に普及するということになるの

である。

この乙とは，いうまでもなく，個別経営が零細であり，しかも，地縁的関孫

を中心とした共同労誌を基本とする部落から個別経営が全面的には独立し得な

い事情にあったからでもあり，部落と異なる来日しい技術を勝手に担5:Jrj経営で導

入されては，部落がこれまでむ生産に支障を主ずる場合もあったからである。

このように，部落における部落技街{本系と詔々の{語別技街掠系とは，全く同じ

だとはいえないにしても，担部不離の関係;こあったむだということができょ

う。更には，部落の土地は部落の支配地であって，誰の所有;乙移ろうとも，そ

の個別農家はその土地を保有し利用しているどすぎないという，潜在意識をも

つものすらあったのであり，勝手な土地の処分にも，暗黙の制約が加えられる

部落も3うつだので，そのような部落の場合に誌，なおさら，外部技指は部落む

技術として採吊されて，はじめて個別技術体系に組みこまれてくることになっ

たのである。

こむように，悟入経営が零細であり耕地も分散しているために，部落技術試

系が諮問j支持Jj体系に制約を加える毘合は高く，その地域に許容された範囲で個

別技術体系が確立される場合が多いのであるつ

前のi時代には，ヨ分的制度的には全く自由となった農民担人も，実質的には

村と一体となっている場合が多しいわば.{15:JU経営の確立退程であったとも

いうことができょう。そこでは，未分化の白耕地主が部落の指導者であり，技

術開発導入の主待者であれば，技iおむ導入普及は，矛震なく部落内;乙穆透する

のは当然のことでもあった。そのように，揺が全体乙理没しているかにみえる

ような部落の段階で辻，個人を意識するほどの政策的配慮がなされたわけでは
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なし部落を対象として増産を企図すればよかったのである。富国強兵の一貫

としても，あるいは，諸産業発震の基礎としても，農業は重視されて勧農政策

がとられたのではあるが，それは，あくまでも農業生産としてであり，個別経

営や農民を対象としたものではなかった。物産調べやその他をみても，最終単

泣は部蕃であり，偶人まで下りることは少なしそれだけに個の確立は弱かっ

たといえるし，また，部落の団結はよりかたかったといえる。

それが，乙む時代となると，自耕地主がふところ手地主となって，多くの土

地が小作地として小作経営者に渡されることになる。そこで，土地の所有と経

営が分離する。ここではじめて，零細な小作農が小作経営者として実質的に独

立してくる。これまでは，自耕地主の指導のもとに，これ;こついていきさえす

ればよかった零細農が，自耕地主が直接耕作から足を洗ってその関心を仁昇し

てきた小作料に向けだのに対して，直該生産の危険負担を自ら担うことになっ

たのである。このように，それほど規摸の差もない自作・小作の零細農経営が

支配的となるということ誌，それだけ掘の自覚を提すので，調民経営が確立さ

れることになり，そこに，倍別経営による収益性の追究と生産性の向上が強く

関心に上ってくることになる。

このように，揺々の農民の自覚が，後には小作争議をひきおこし，経営合理

化の万法として共同化を問題とするよう疋なるのである。この個別経営の独立

は，更に，学問的には，これまで農業経済学として一体化されていた中から，

倍加経営を対象とする農業経営学を独立させて体系化を促してくるのである。

那須詰氏によって農業経営研究所の設立が提唱されたのもこの時代である。と

同時に，それまでの部落対象む調査から，農家個々の農家経済課査をも独立さ

せて，問題を掴別経首対象に整理することを促してくるのである。なお，この

時代以降は，大正デモクラシーに代表されたように，明治期の全体主義的感潮

に対して，比較的自由な空気の迂益する持期でもあり， {匿の独立， {匝別経営の

独立に拍車をかけるのである。

ととろで，このように解放され独立した零細農においては，自ら技術を開発

する資力をもちあわせていないし，時間的余裕も少ないので，専ら，技術の導

入は部落外部で開発されたものを導入する場合が多くなってくる。そ乙tc，技

術普及については，上かちの行政権合入の背景もあったという乙とができるの

である o 当時，既に自耕をやめつつあったとはいえ，乙れまでの実績をもち，
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小作料収得を通じて一部生産lこも関心をもっていた中小地主は，かつての経験

かち直接指導を行うこともあったが，次第に間接的なものになり，正条植やtu
-mr苗代を行政権を通じて徹まさせるとか，或は，明治33年記成立しずこ度会法に

もとずく良会活動によ勺て， 行政機関と一体となってお導を続けることが多く

な勺だのである。

しかし，何とい勺ても， 地主のjf1接的関心は小作料とこの右手Jjt~販売にあ勺

生産脂与の役割は包装的に行政機関やz試験場rtl，乙、となってたから，次第;乙，
4) 
くる。 モうして， これそうけ入れるのは， 先J注の女1]く，あくまでも零細な自作

• 1.1イ乍良民であるから， そむ集u同=ある735落でjよみに導入し，品験して， その
結果をみてとりいれるという形がとられるのである 3

学的政指であるから， ー度上ミいということになれば，

しかも， その技街iま， F!-

設でも採111できるので，

急速に持及すること:れ主うまでもない。

そこで，産業組合が， 中小i官五の組合として利)11され，機詑を呆してきたと

あくまで直接'I:JIf'f(こ 00'-4-する吉l~rlJでのjEF引との方 1(jJをと

そこに，出家小組合の成立の可能性と，その裂しずこ主民な;む

すれば， 主総農民は，

ったのであって，

j支を観取しなければならないのであるつ

しかも， その零細!22の経i:?の工jr~l目立，他人を雇諒する経jt:~~V:J方IilJがとられる

わけではない既に 1'1耕地主が直接経営をやめたほど労協)J詰不足し農業労賃

は詰iか勺ナこのであるから， ~! /1然のこととして， n家労働)JをIjt心としなければ
ならないので， この労動)Jを完全燃境しなけれはなるないとは時に， モのフjT品

そこに，米以外の主主蚕・果樹・}Jの'IJZL汁:のl(ljLの)jICijがとられたのである。

競菜..出産その他の多角経γ13tとられねばならないとともに， 労働蔀約的J支持J

手段が巧忠に入ってこなけれ:まな lろなか勺だのであるう いうまでもなく， :!1与:)J

ま，Aえだ人1JI!1心のj0'f只<Dl君主析を余り ;liないものであってι，次訟にずiri江戸j
から重}JJJ:.fIJ)Uの機械まで， 手段的技術のjj司プきがすすむωであるう

このように， 設業'J:産!24:の揺i格変化が， 相対的に 1iIf函栴となった ~!J圭二女-AJ

を， f也のIjj主要主主でミ代行しようとするところに， L古来技術の変革がuなわれる
のであり，特に高労賃とな勺だ労働J)Jの節約のために， 相対的に安くなった資

〆本H1がJIJし)，られるようにな勺だのであり， 相対的にI41くな勺だよ主代節約のため

に，説耕地からiU野の民主的手JjrtJが行われようとしてきたのである。

同じく資本主義rr~)~~業;こ特有り手投的技術の時代とい勺ても， flJji台後半か与
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大正にかけての前半と，大正末期から昭和28年頃までの後半とでほ，その性格

を若干異にするし，その前半期には，なお技能的技術時代の要素を多分に含

む，いわば過渡的段階で、もあるので，これを人・畜力を主とする手段的技街む

段階として，動力を主とする手段的技術の段階とわけてみていくこと足する。

1) 手段的技衛(入・畜力)と部落

この持代む技術手段のうち両期的なものは，入力ではあるが，脱穀機の発明

であり，そり普及詰，それまでの脱穀労働をいちじるしく節約したので為る。

いうまでもなく，前の時代lこは，抱持立型i乙代表されるような耕義過程におけ

る農機具の発達が，入力に代勺て畜力利用の震機兵として労力節約的方向をと

ったのであるが，末だ収覆後の無機的生産行程:の機械化には，余り考患がはら

われていなくて，千留稲鼓の段階を出ていなかった。

しかし，他人労鶴を雇入れることができにくくなって，すべてを自家労働だ

けでやるようになると，その労働は苦痛であり，しかも，長い日数がかかると

小作料の納入や米む商品化にも支障を来すし，なお，裏作作付による地代軽減

を企てるにも労働のピークが重なることになるので，この期間の労動節約関心

が高まるのも当然のことであった。もちろん，これまでに全く関心が払われて

いなか勺たわけではなし明治18年の宮本孝之助による足踏廻転式千露設以

来，廻転千鑑扱の改善が行われてきたが，未だ完全なものではなく，広く普及

する;こは至っていなかった。

ところが，山口県の福永章一が，明治43年足踏廻転脱穀機を完成し， 44年に

特許を得て，製作販売に努力するようになった。しかし，まだ工場生産に移る

ほどのものではなく，大正元年に臼台，大正2年に61台を生産したに過ぎず，

ほどなく，特許権を千歯の産地であった鳥取県禽吉の西谷繁蔵にゆず告ざるを

えないことになってしまった。しかし，当時，足踏廻転説穀機関発への関心

は，ただ，福永章ーだけCものではなかったむであり，広島県の河野駒ーや東

京の岩田継清その他によ勺て各地で考案されて，その後大正3年頃から急速に

普及するのである o それは，欽丹、i大戦後に本格化して，大正14年には，主な米

産地では千醤扱を駆逐するほどになったのである。これも，欧州大戦中或は戦

後む好景気によって，労動力が都市iこ吸引されて，農村労儀力む椙対的不足を

来した結果の反映とみることができる。



震業技術む進歩と部落の機龍 -19 -

乙の脱穀機は，民間によって開発されたもので品り，民間技術として普及す

るのであるが，その一つである関東地方む支配的業者であった紐王舎では，可

初，関東一円の村々iこ多数の販売員を派遣して， ミノル式の実演を行ないつつ

普及につとめ， 当初は，村の比較的諮福な物好きな人々に， ~f;k500-..1 ， OOOti 

を売勺ていた。 これが，大正5年には，軽い廻転ができるように攻長されて，

欧州大戦後の需要の急速なのびと一致して， 6今日こは 1}j [:i， 7f ii;こは 3--4

)j台， 9年には10万台を予想していたが， こ才dま不8年には 5万台を生産し，

況で滞貨となってしま勺た今 そこで， 2人JIJの誼穀機を 1人JlJに改良してライ

三分の」の価格で売り出し，大IJ:l1年にう互に改良して「ミノルオンよと改め，

式」 として持及;こつとめだ結果， これは高性能でしかも安価であったから， i=f写
丘云

9) 

災ヨH苦から昭和31j:までは，年間10万台前後を売っていたのである。

このように，足踏脱穀機の普及は， Lからの指導奨励によるわけではなし

民間会社の普及努力が拍車をかけるむであって， モれは結局，企業採算に合う

そのような|活発に危険を伴ない多額の資本をからであり，地fj，i試験場では，

裂する種類の研究はやれなかったからでもあるうこのように試験場は， その

後も，機械技術り性能比較試験等は実施できても，機械そのものの開楚には|克

与しないりであり， τ寺てf-
d、，-， ぺとの，住民への普攻も企業に委ねて!1

f

T接関係しない

のである η

まだ， このような無機的生産j汗乏で， しかも ]--2入C入力で動かしうる小

企業の坂ッUiの実演を通じて

モのilij:こ部落の介イt:は芳iん

話器のぷ導入や共[ri]利HJが一般

型機は，村人相互とは無潟係に導入できるむで，

22村のlt較的 L掛から tJLIlに導入しうるのであり，

ど裂しないりである。これに，部落が関与し，

化するのは， iJljJ) J機械が採!lJされる次の段階からであるう もっとも， I二回の導

入力ら 一般のむら人にとっ亡は 11.よ導入む役割を果したことは， i、iij il!t代と変りな

いのである今

足踏廻転説穀機と並んで，組m機も， 土臼が元禄以来む紅i摺JlJ呉であって，
子出とi弓じく明治大Ll:にも新楚明は少なく，畜力逆転や足踏運転のものができ

?こが， 一寸支{としなかった。 明治木31:かιコ♂ム自が拐完されたものの， これは動

JJが科目されるようになる大lL10年以降までは実JlJfヒされなかった。

なお， !)iI O:J時代誌は，抱持立332が普及して，労衝節約と採耕多 ijEによる反~文

増加に貢献したのであるが，型床がないので、安定が悪く，操縦;こは高芝の技能
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を要するかち，こり時代には，より安定した短床翠が全盟各地で開発されるよ

p になってくるので品る。明治35年には，肥後の③型が普及しはじめ.33年に
iま長野の松山式双用型が完成して，伺れも民間で開発されたものであち，実用

的であったから，急速に普及したのである。この短床翠は，抱持立型ほど操縦

i乙高度の技能を要しないので，同じく畜力ではあっても，技術手段として辻よ

り高度なものであり，更に，大正8年誌は，深耕用の額斜軸式双用型も開発さ

れて，既に普及していた抱持立型のあとをうけて，零細農に適した日本的翠と

して広く普及し，そむ後の日本農業;こ転機を函するのである。

水田の中耕除草も，これまでは包う作業む雁民が長い開支配的であり，明治

初年から「田打転車」もつかわれた地方があったものの，未だ全国に普及する

までには至ちなか勺だ。それが，号取県の老農中井太官Eが，明治25年;ζ，廻

転式水田中耕除草機を考案して特許をとり，構造上の改良も行なって，これが

普及しはじめたのである。本田耕作で最も苦痛を伴なう除草行程が，立ったま

まで作業が簡単認できて，しかもsZ)反が増加するのであるから，当時の労動範

約的志向とも合致するし，また，零細経営の方向としてむ反収増加とも合致す

るのであるかち，当時の指導万向でも品うつだ正条植と並行して，急速に普及す

ることになったむである。

これ等は.{可れも農民が開発したり，民間企業で開発されたものであり，し

かも土地的制約や農民相互の規制関係む介在しない部分技術でもあって，その

技術は農民に抵抗なくしかも掴加に入りえたのである。

一万，この時期には，明治26年に設立された国立農事試験場が.32年から36

年にかけて機構改革を行ない，本格的な試験研究のはじまる時期でもあるつそ

の誌験場設立当時の仕事は，民間有名品種の比較試験や慣行施肥法む施肥試

験，模範栽培法の展示や巡回指導が中心で、あったが，乙の時期になると，純系

淘汰が行なわれて控)j5J20号が大正3年に分離され，明治37年以来は，畿内試場

で雑種交配も行なわれてくる。しかし，本格的な試験研究り成果があがり iまじ

めるのは，大正5年の f米麦品種改良奨励規則jがでてからであり，大正10年

の陸羽132号をはじめとして，九州8号，畿内J早生22号等が生まれてくるので

ある。なお，このような試験場品窪が，より一層の成果をあげてくるのは，大

正末かち昭和にかけての試験研究む発震期を迎えてからむことであっ，次の時

代lζ属するのでおる。
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こむように， 農業経営の技術体系に大きな変化そ与えない労働対象である品

種の改良は，一種の増産技術として比較的平くから子がけられていたことを知
15) 

るのであるが，なお，この時代;こは， )こだ民間による適正品開の選抜も行なわ

れていたのであり.u名品fillで=ある[旭j ま， lij J治4tjtミ;こ京都!訂乙ぷ郡のIII本

新次郎によって 7日)!Iリから選抜されたものであって， これを京都府の長ぷ

が試作して，普及したものである σ このように，設業z試験場の役割は，今rIと

いえども，民間経験4tiif言を.Inait或:まよと較i試験して， これを普遍的技術として A

まして，品験研究態勢が

この機詑はょっ高かったものとい

般に普及する機能を行していることが多いのであり，

充分ととのっていなか勺fこ当時においては，

うことができょう。 それだけ:こ，或る ~úi で三ま， ょっ農家の経営に密若していた

ともし〉うことができょう。

このように， よだ， I171極Q(.L之の詰iでも，過渡期の様相を呈しているのが， 」

の時代の特設であり，民間による適正品起の選定と試験場における17碍品種

の拾頭のl時期といえるのであり.1ロjれにしても，その品種の普及;こは， 135i筈を

i邑してなされるのである。

函芸作物の導入でも， 部誌でI試作し亡与入したり， {l品人が~;~主人したり， i支は

試験場が個人を指導して品作させ， これが普及するという形がとられるのであ

る。露地下r1f乍拐j瓦については，-今当村における露地平作りの起源を品ねるに

"…今を去る卜数fi:以前(明治28年出)栄三(・京都地/5ょっ新種を取存せJtif乍

せしに，其の結果極めて良好なりし込め，沈衰の状態にありし早作り法二)，(こ勢

を得て逐年栽培農家単加するに至り-j-I~六年以前より大いに作付反加を増し-一
16) 

...Jとあって話器が主体となってI試作して， その好成槙をみて普及することと

なった。草草については， "主計五村では，今を去る一二十三， ドLJW以I)ij(IYJi台30

w頃)鎌合佐七なるもの何れよりか草草を求め来り栽培せしを初めとすれど
も，可人は之を他人;こ-~I)J譲弓せざりし為め其作付反}jIJ も亦拡張せるるるにうi

らざちし。次で明治35'rf頃石谷藤三郎なるもの又他より苗を求め来りぷ作し大

に之が蕃殖を計り，近隣のもの;乙分与せし結采遂に栽唱するもの加わる機運に
17) 

向へりーづ とあるごとく，個人の導入試作の成功が，近隣に普及したのであ

る。促成三ツ葉については f促成三ツ葉の産地，南多摩郡忠色村小山田部誌の

栽培起源を尋ぬるに，大 iEの初年当時長'-ß~i，式験場校手たりし氏ドド付一保)

が，士地の精農家問中咋哉氏を指導し， 横穴式:iJI??を手fJf号して， 三ツ葉軟!と栽
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語を行ひたるに初り，今Eにありては出荷組合を組織して，組合員108名， f乍

付反別20余町歩に及び，促成窟数800，生産額にして4万円の多きに及び， そ

の栽塔の旺盛を来し優良なる成績を収めつつある……jとある如く試験場の

指導奨駄が介入してくるむもこの時代の特徴であり，しかも，それが部慈の精

農家を拠点として試作させ，部落に普及させるという万法がとられたのであ

る。まだ，試験場が富接試作場を設立して新作目の普及を行なう場合もある。

維新以来，西洋果樹が導入されたものの，その生態的考議が充分なされてい

なかったので，その多く iま失放したが，こむ時期になると，果物む価格も上昇

して，ょうやく商品作物としての果樹が発展してくるのであり，栽培技術も袋

掛けやボルドー液乙よる拐捻等によって非常にすすんできて，一般にもとり入

れちれはじめるのである。その導入に際しては，兵庫県神崎郡瀬加村におい

て. I同村は播磨富士の称ある笠形[11の南麓にあり，小丘各所に介在し多くは

共有出たるが故に草刈場として荒廃に帰するのみなりしが，明治35年本間三次

氏の本県農学校を卒業して帰郷するや，此天恵の地利に将来果揺栽培業の有利

なることを観，自ち率先して荒蕪地を詔き，梨桃芋果等を栽植し号心経営地

日の成功を期したる… 今や全国 1医1・2反歩の果樹は何れも結実を始め同地方

の模範彊と称せらるるに至れり……j とあり，また，赤憩郡部波村において

は， I間[I]J顕治氏が…明治27年山地を開桁して天津本密桃数十本を栽付けし…

…次第に小圧を開墾して31llJ歩を開園レー…瀬次栽培者を増加して今や郡波叡

を中心として近接の山地帯に果樹園たるの珪況を呈し，村内反別約20町歩に達

し，尚続々増殖するの状dSり……jの都心先覚者が，部落の共有地や小丘iこ

詩作して成功し，これが模範関となって村人が追随するという形がとられたの

である。また，日本果物会も，果樹栽培試験函を設置して，果樹栽培の普及に

貢献している。なお，山口県佐渡郡右田村の場合でも， I白井定一氏は，明治

35年r'i村大字勝坂の山林を開墾果樹園の経営を開始し，逐年増殖して爾来38ヶ

年……同地方果樹国芸今日の隆盛を見たるは，ーに氏が地方果樹[hll芸の中心人

物として，人望を一身i乙集め一般同業者;ζ対し，改良技指は努論，経営改善等

の誘導に努めだる結果にて……昭和3年開墾助成法に依ワ，勝坂開墾組合を設

立し，同部落の山援額斜地の関畑をなし，主として果樹国の開設を企爵せし

に，当初組合員は開墾む成果l乙凝念を有し，事業の進捗遅々たるを見るや，氏

は白ら一向
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完成し，今や優良果樹園に化しだるは氏の功績である……明治39年茂木並に田

中枇杷の:H望なるを認め，長崎県より苗木を取寄せ栽詰して今日の勝坂枇杷の

j監携をなしたゥ其のf也1ftf 1-:温子H及芋果栽培の如き， 111Jれも氏の話作の成績に鑑

み一般も栽培を開始した……明治45午地下宅問引 iji式の柑橘貯蔵Jf~lを建設し，

国当の成績を収めたるを以て，一般C人々は之を視察して其の成績に鑑み]1]ふ
23) 

るものが多い……jの加く，明治後期から果関を導入試作していた指導主の指

導によって，周辺在家;こ果樹よ長官が?号泣するのであるが，昭和賠;こ入り，部品'

で共同して部落の!11を来自国;ごIt計召しようとした場介;こは， 1町歩の模範習を

つくって， これを持が参考として優良果樹揺が完成するりであって，伝導者-の

関範詣であるとはいえ， これは，将:こf;名指代去のE試作であるということができ

ょう O まだ，愛知県西加茂郡挙f:]=官官で、は IイiJ 11実太郎氏の業界に貢献せる t

なる点は，無I:1出;こ r~~ 芸部探建設と果樹l~íl芸の合i型的経営指導及び 1I諸多収穫

の指導である・一一-大i1 ~71fの米騒動より!翠奮する処あ「て，耕地拡張移{tatl丙

をHiて，適1'Fと将来性を巧え，……1m墾とはHむこ落葉果樹，本l¥i，桃，

心;こ・ー・ー経営哉書;こ努むる-/j，架部病15iお|手の合理!と札;式j技研究，

11，1言をrtt

自定if在校

の研究写栽培故主に努め，・・・新己主村 i~ß務の建設成れる{ま全く氏の功績にて，然

も，不E地;こ柿{也容iE果自の成功は，之れが研究成績を公開しτ，総て部落常
21) 

会を中心に 11十IrllIfヒし指導せるに拠る所大きく・一…」とある如く， iミき指導J?の

Ilr¥作研究指導が同辺良家に及ぼす影響はたきく， しかも常にぎr~落沼会を通して

部落~，十FI1Îをたて指導していく形がとられだのであ勺て，

研究とみることができるのである今

これも涼落代長Q)aよ1'1: 

司F ‘~，旬

dムイみ， このII:j期む果揺が，イく乙のi也や是認しだ草刈j場或は1I1援の傾斜地等の

条件の悪い i二地;こ，裁倍密度も高くiJ日[:話されだのは，それなりの経済的技術的

条件があっだとみなければならない。すなわち，京間栽詰は，未だ新興作11で

危読む度ifN立高いので，安定作11である米麦や支を排除してまでも平坦地で作

付けすることはできない，果樹は多wnであって資本Q)lulr!Xはおそいから地代
負担の{まい耕地以外の不 E地や原野や丘lこliI]わざるをえない， まアこ， t支街(1':1tこ

は，果樹のような木本性作日立俣の伸長のよいことが大切であるが， 水111地帯

でlまこれが担げられるりで傾斜地のjjがよい，把沃j世では校!申が盛んで栄養成

長が長期にわたるので結果年令に達するのがおくれるが，領主:~地等の礁の多い

条丹Q)，'重い土地の万が111_く結実しやすい，温度も平担地より 2--3度ifEいので
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寒害防止も可能である，品種や栽培技術が未発達で肥沃地の栽培技街が確立し

ていなかった，等々の理由でこむ時期には未利用地特に部落有地の共同利用が

すすむのである。

以上のように，未だ過渡期の様相を呈しているのがこり|時代の特徴であり，

いねの品種についても，民間による適正品種の選定と品験場に;sける奇麗品種

の拾頭の持期であるといえるし，園芸作物の導入でも，民聞の先駆者による導

入と試験場の指導による場合があり，新作目む果樹の場合も，同じく民間の指

導者の讃極的な導入と p.式験場む介入がみられるのでるる。しかし，試験場技

術がモのまま部落に導入されることは少なし議作場や蒜験国という展示圏を

その地万に作って模範を示し，或は直接部落内む個人や代表与を指導し模範~

をその土地lこ作らせることによって，はじめて農民の経験的技術に近づき普及

するという形がとられるむである。こむように，外部でi活発された技指は，一

志部活む共同収益地で品作されるか，或は部落有地に模範函を作る等の過程を

経て導入されるようになるので忘る。しかし，これが本格的;こなるのは，なお

次の時代からであり，このl時代には，依然として前時代かようひきついだ部器内

摺人の先駆的導入が農民技術としてそのまま普及する比重り方が高いといえる

のである。

なお，このH引にの時代的特徴を肥料その他;こついてみておけば，次の如くで

ある。

肥料は，山野草の有機質肥料に代って，日清戦争後i乙安価な大豆粕が輸入さ

れはじめ，これが支配的となり，これにさ告に無機質肥料の過燐酸石灰が加わ

り，後半には硫安も加わってくる。したがって，それまで平把給源として重要

な意味をもっていた入会採草地が，これまでの機能を低下させてくるりであ

り，そこに桑や果樹等の木本性の新作品の企業用地として脚光をあびてくる経

済的吉宗があったのである。と同時に，地万では林木の商品化もすすんで，公

有林野の統一を可能とした経済社会的理由にもつらなるのである。

土地改良は，前の時代の田区の改正から，明治末年より大正中期iこいたる暗

渠排水時代を迎えるりであるが，その推進の技術的功績を残したのは，簡易排
26) 

本法を確立した民間技術者富田甚半である。しかし，乙の実施にあたっては，

明治39年以降「耕地整理及び土地改良奨励費規則Jのような，国家資金り援助

によって耕地整理が実掘されるようになったのであり， b司家によって育てられ



農業技術の進歩と部落の機能 - 25-

だ技術者によ勺て事業が遂行されていく場合が多くなり，この時期を通じて，

氏陣技術から国家技指へり移り変ちがみられるのである。この耕地整理事業

辻，東北地方において多く行なわれ，庄内平野の耕地整理もこの時行なわれた
28) 

のであって，山形県げの土木技師長卯七が，多くの盟難を排除してLぷド月かけ

て遂行したのである。このような規模の大きな工宇になると，地主と小作間の

対立や話器と部語り対立も生じてくるので，そり間の謁:径が重要となり，特に

革法のまとまりとこの果す役割がきわめて大きくなるのである。

なお，こりilH代:こは，既;こ，地主の良ゴエ改良同体である大弓本畏会か与，農

政活動機関である全国民事会ができていたが， 11}万台33年に畏会法;こもとずく良

会合が出されて，地主・白{乍・小作を合んだ団体が結成された。この団体は，

行政機関と結びついて，その末端的役割を果すことが多かったが，特に農民保

護む立場かち技術政策を互援していた。浪商務者は，明治36年全国の良会に対

して， 1(1)ヰミ麦種子の塩本誤.(2)麦HA諒病の予iお. (3)短i官}形共日苗代， (4)通し

告代廃止， {5;稲ruのif条値， (邸主要呆佐j長蚕等兵種の繁殖， (7)兵器牧草の栽塩
樹立秋蚕月j桑図の特設， (9)堆記の改良，品優良;員共の普及. (11)牛馬耕の実施，

29) 

(2)家禽む部長.(13)耕地整理の施行等jを示達して実行を促したのである。この

よ端度会長は町村長がるたっていたから，行政権と指導とが結びついて，強力

な推進がなされたのはいうまでもないのであり，専任の民会のJ支Í!t~指導員も少

なかった大正のはじめまで誌，なお地主自身が長三三の役員として農事指導にあ
30) 

たることも少くなかったのでるる。その指導は，あくまでも部濯を対象として

なされたのであって，例えば，広島宗民主では， 1905年にilミ条悼の奨励を行な

い， I町村長会においては場合によっ其模範白を設くることJI一部港全部の

実行を為したる〆れま県器産会において可成之が表彰の話を講ずることjとして

推進した結采 5害IJの実行歩合をみたのである。このように，部落を通してで

なければ， iEil長指導も充分成呆をあげえなかったところ，C.部落の呆していた
機能を石ニ取できるのである。

一万，明治中期以降の農家小組合の成立は，小授による農業技街の改良によ

って生産力の増大を企討し，同時l乙部落根性といわれていた国襲の打援をも要

求するという背誌にあちながら，結局，当初から，自発的な成立には，部落を
32) 

区域として設立されるものが多かったのであり，結果においては，部活におけ

る共同生活と共同生産による協力関係を基礎とせざるを得なかったことに，注
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日しなければならない。 r部審制護法維新以来の新しい事懇l乙適応して自ちを
変容しながち，なおその伝統を保持していた。行政上の人格を失ったが，農村

社会生活上或いは農作業慣行上一定の役割を保持するものがあった。このよう

な関係から農村高品経済の進展とともに，農事指導奨励の手段・媒介として，

!日来の部落制を農家小組合の組織或いは町村農会強化万法のために再編利用せ

んとする動きが拾頭してくるjとある如く，明治時代における農家小組合が，
34) 

その機能の中心を農業生産技街の改良においていたということができるのであ

れば，部落の生産共同組織をはなれてC小組合の成立は難しかったの当然とい

えるのである。

これが大正期に入って，行政当高や農会の指導奨励iこよる小組合成立が多く

なっても，依然として「部落農会Jr区農会Jr支部農会」等の如心部落を
単位とすることが一般的であったことも否めないのであち，出荷組合のような

機能的組合もないわけではないが，その数は少なし本命は部落小組合であ

り，その機能む中心iむ依然として生産技術中心におかれていて，明治時代の

ものとそう異るところはなかったのである。この農家小組合が，農業経堂の改

善と農家経済の向上を日的として，共同施設による利益享受を目的に，奨励設

立され.農会の目的が「農事の改長」から「農業の改良Jiζ進展したことと照
応して，農家小組合に従来の農事改良以上の機能が付与されはじめたのは，日

本における資本主義が独占段階に達する大正中期以降になるのである。

このように，農家の生産組織である農家小組合が，その農事の改良において

部落の範囲を組織単位とせざるを得なかった乙とは，部落をはなれての生産辻

非常に困難であり，部落が生産における最終の技街単位である場合が多いこと

を物語るものといえよう。このこと誌，時代を遡のぼればのぼるほど，そうだ

といえるのであって，その許容範囲内でむ橋周技街の改善進歩がみられるのだ

といってもよい。椙那技術の個人的導入がみられたとはいっても，それも大部

提である部蕃技街体系を大きく変更しない範囲内での技街導入にすぎないので

毒り，或は，部落技術捧系の関弓しない場所での技南導入でるって，大前提i乙

抵諒する場合には.{匪55!]技術の導入が先行することは殆んど品りえないのであ

る。まず，部落技指体系を，皆で改変することによって，イ毘別的革新技術が導

入される経過がとられるのである。いうまでもなく，掴刻技術が個人的に導入

されて，これが普及する過程において，部落技術そのものの改変が迫まられ
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る場合もないわけではなく，この場合には， {~5j1j技f誌の成長が，外註を圧詰ーと

感じて，これを内部かる改変していくのである。このように，個別技能の普遍

化の過程にも，また，普遍技術の倍5301ヒの過程にも，その自に部落が介在する

のであり，共同労働を中心とする生産組織体としてのお落が機能を発揮する限

り，生活共司{本以上の志昧をもって，地主手的部落の存在は強自なものとみなサ

ればならない。

この時期は， 1'1耕地主を i三{本とした部落lこ若干の変容がみられつつも，な

お，過渡的現象が多くみられた時代であり，布、落秩序そのものにも，まだ技指

導入り仕方;こも次の時代の芽を合みながる経過した時代だとい予ことができよ

つ。

1) 広島県の事併では「このように地主が農業経営に深く根を下していた時期(明治

中期まで)には，これちの豪震が種子交換会，共進会，老農談話会を通じて新しい攻

良品需の導入・普及につとめ，新しい農業技術を也人に先んじて自己の経営地で試験

し，新しい有利な作物一廿tij-搭・漆・宮市i重などーの試験を行ない，或は詰墾，耕地整

理，t官u自の務理・増設をおこない.f建設排水の工事を施行し，畏村商業や農霊物加工
の奨励をおこなうなど，奈良:土EZ業技南の改良や普及に貢献するとともに JA業生産

における主f本性を護保していたJ (住田克己・上国一雄「三島黒農業史Jr日本農業
発達史4J417""'-'419頁〉のであり，竹内家・三宅家.B野家・黒臣家・佐藤家等が新

作目や新品菌を導入して，自己の試験田恒で試作試験を行ない，結果をみて村人に普

及するという方法がとちれていたので‘ある。

2) 柏捨賢 F農業設策論J112--117頁。

3) i生運性の!正い耕地を，議村と踊絶して保持しておれば，部落の食糧確保のため

にも，ある程度の耕地なり食糧なりι部落の申合せ程度の鞘限が甘されるのも当然で
るって，このために，部落民の7解なしには私有耕地と重量も，勝手に抱部落民に譲渡

できなかったのも当然であるJ (山口弥一郎 f集蓄の構或と機能J85頁。なお，青森

県尻患部落では，自然条{牛がきびしいため， iJi写心持笹をたてた5だけ澄若くを流し

て，その収穫を部蕃平等にわけるという慣行があり，戸数;国最も行われていた(山口

弥一部 f前掲吉J77'""93頁)。今日でも.JJ<.岳地帯では特に，部落境ははっきりして

いて，部落の支記地という意識をもっ蔀落は少くない。

4) 農業技術協会 F明治以降における農業技告の発達J71頁。

5) 清水浩「農機具発達のー設隠J7日本塁業発達史4J 305頁。
6) 清水浩 f前掲論文J308頁。

7) 丸山義二 F種をまく人J138頁。

8) 清水活 f前掲論文J315頁。
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9) 語水浩「前掲論文J317--318票。
10) 農業技指協会 F前掲書J48"'53頁。

11) r稲作それ自体における発展は，まず翠の改良〈短床翠む出現〉を伴った牛馬耕
の普及，深耕可能性の出現・普及を前提として，多肥栽壊の方向を示している。それ

はさちに民間育種を起点とした爵把性・謝弱性・多収控のイネの品種改良，新品種む

普及が加わって反当収量の増大を来した。明治30年前後まで民間の動きとしてすすめ

られた乙む改長の方舟は.30年代から40年代にかけてはっきり国の技街政策む中心と

して取り上げられ，大正期かち昭和初期にかけて，その効果を発脅していったJ (古

島教護外「江戸時代における農業む発達Jf農学大事典Jll頁〉。農業技能協会「詰

掲書J48--53頁参票。

12) 清水活 f話掲論文J289"'300夏。
13) 農業技指協会 f諮掲書J71頁。

14) 安藤志太郎「農事試験場設立前後JfS本農業発達史5J 685頁。

15) 1900年のメンデルむ再発見以来，加藤茂歪博士が需の交配;こ成功し，雑謹による

品蓮改良を唱え出したむが，明治37年であり，外山亀太郎博士が蚕の一代雑種に成功

するむが36年であるかち，日本で遺伝育謹の技術のとり入れ万は，非宮にiまやかった

といえる(福島要一「日本におする農業技指の発達J f日本農業吉科大詳典VJ

75頁。

16) 兵庫県農会 F兵庫果む菌芸J180頁。

17) 兵庫県農会 F前掲書J201頁。

18) 呂本昌芸会「遠方長宮推鳶麗芸功労者業績録J62頁。
19) 大正3年には，冨芸の張興をはかるために，神奈川県農業試験場では，茅ケ崎町

l乙菌芸試f乍場を設立して，湘南地方む園芸振興の中枢機関として，新作自の普及に努

力している〈日本園芸会 F前掲書J70頁)。

20) 兵庫県農会「前指書J256頁。

21) 兵庫県農会 F前掲書J258頁。

22) 兵庫果農会 F前掲書J294頁。

23) 百本国芸会「詣据書J200頁。

24) 呂本国芸会 f前掲書J130頁。

25) r部落有林野が解捧して行く幾つかの契機が出てきている。たとえば，果樟菌芸
地帯へ明治後期以後リンコeとかミカンが入ってくる場合i乙それがどとに入って行く

かといえば，部落有地に入って行く o 果樹が入るということが分割必要件になるわけ

ですが，その前?と，その村l乙果揺が入り得たという，従来の水利用をめぐってでてく

る村の強制が弱まっているという事実が前提としてあると思うのです……J (jll島武

宣・古島敬譲「山林における地主所有と共司体Jf法害時報第26巻第9号J8頁) 0 

26) ・農業技箭協会 F前掲書J128--129頁。

27) 農業技箭協会 F揺掲書J134賓。
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28) 丸山義二「種をまく人J41"'66頁。
29) 小野武夫『農村史J494頁。

30) 鞍田純「農業指導の理論と行動J19頁。

31) 清水浩「前掲論文J298頁。
32) 棚橋初太郎「農家小組合の研究J12頁。

33) 小倉倉一「農政及農会Jr日本農業発達史5J 397頁。
34) 棚橋初太郎「前掲書J19頁。

35) 棚橋初太郎「前掲書J24頁。

36) 棚橋初太郎「前掲書J37頁。

なお，井上晴丸氏も.1911年刊の伊藤悌蔵「日本農業論」に，上からの農事改良の

要ていとして，村から部落組織へ，さらにそれを細分した小組合へと根を下すことが

必要だとしているのに対して. iもっとも，このような小組合政策が，本格的にとり

あげられるのは，第一次大戦を経て後のことであるJ (井上晴丸「日本資本主義の確

立と農業Jr日本農業発達史4J 107頁)とされている。


